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1)最近の MRSAをこ対する各種抗菌剤の抗 菌

力

尾崎 嘉子 書高野 操
小柳 輿子 (新潟大学検査部)

和田 光一 く 間 第二内科)

1988年u月より1989年4月の半年間に当院で分離 さ

れた メチシリン耐性黄色ブ ドウ球菌 (MRSA)に対す

る各種抗菌剤の抗菌力を測定 し,過去 拍982年から1986

年の分離株)の成績と比較検討 した.菌株の由来は血液

4,曝疾40,尿4,胆汁,腹水各 旦株の50枚である.

成績は CEZ,CMZ,CZON,FMOX,TOBに対 し

ては全ての株が耐性であった.FO餌,AMK をこ対 して

は80%以上,OFLX に対 しては60%の株が耐性であっ

た.GM,DKB,ASTM に対 しては50%以上の株が感

性であった.MINO をこ対 しては46%,NTL に対 して

は88%の株 がそれぞれ感性であった.VCM,HBK をこ

対 しては全ての株が感性であった.前回の成績と比較す

ると OFLX iニ対する耐性化が急速に進行 していた.

コアグラ-ゼ塾別では,正型が多 く分離されているが,

Gh:1.ASTM,I)lくBはⅣ型に対する抗菌力は弱いが,

打製に対 しては良好な抗菌力を有することが多かった.

2)頭部外傷 を契機 をこ発症 した Streptococeus

intermedius によ る全身感染症 の 1例

富士雄 申野 徳
敬拝 す水原郷病院小児科)

'ir川｣ 道夫 ( 同 耳鼻咽喉科〕

頭部外傷による蝶形骨骨折の10日後に Streptoc(1ccus

intermediusによる化膿性髄膜炎.敗血症をきた した1:i

歳の男児例を経験 した.感染様式,起炎菌ともに稀であ

るため報告する.

入院当日の頭部 CT で蝶形骨洞左外側壁後方の骨折.

pneumocephalus,左蝶形骨洞内の-T-~,-'･7JL･†卜･L
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べ′Lを認めた. 髄液および血液培養で Streptocoeeus

interITlediusが同定 され 同薗iこよる化膿性髄膜 炎,

敗血症 と診断 した.

A13P(㌔ CTRX.ガンて ･ゲロブりンなどで治療 し,

後遺症を残 さず第47入院病 臼に退院 した. 分離 さJlた

StzでPtOeOCeuSillternleditlSLJ)MIC検査では GM.

FOM.CP1:/t外の抗生蹄Jでほは良好な感受性を示 し.

At31)Cでは O.20/Lglml,C'l'1-iX では 0.10lLRJ,:mlで

あった.

蝶形骨骨折経に急性副鼻陸炎を起こし.こかが波及 し

て全身感染症を引き起 こしたと推察 された.

3)高力価ガ ンマ グロブ リン療 法 が 奏功 した

輸lfll掩サ イ トメガ ロTl)イルス感染症 J-i1例

永山 善久 書大石 呂輿

十 日 - ' 一 言 ､一

症例は在胎25週,出生体重 775gで出生 した超未熟

児である.未熟児貧血のためにき 日食20より摘1までの

問に,延べ8回新鮮血輸血を施行した. 口令 110頃土工

灰白色便,賓疫,肝牌腰,肝機能障害が出現 し,尿から

CMV が分離同定 された血母親の抗 CMV 抗体が陰性

で,供血者 は 親)のそれが16倍である車より,輸血後

C洞Ⅴ 感激症 と診断 した.本例には,高力価ガンマグロ

ブリン大量療法が奏効 し,救命することができた.

4)新生児クラミジア粧 J乾しり1例

･ ･ r Z ･.㌦ ･:∴ -㍉

大桃 幸夫 書湯滞 秀夫 ( 同 産婦人科)

クラミジア ･トラコマティス肺炎は近年,新生児期や

乳児期早期の母児感染症 上Lて江 Elされている. 多くは

無熱性の経過を上り,抗生剤投与により審易に治癒 し予

後 も比較的良好である. しか し適切な治療が行われなけ

れば遷延性の経過をとることもあり,早期の正確な診断

が望まれる.今回我メ日豊クラミジアが原因と思われる新

生児肺炎の-例を経験 したので若干の文献的考察を加え

報告する.

症例はtj齢25の男児.発作性の強い咳噺 ･多呼吸がふ

L▲-れ 胸部 レントIr+ンにて間質性肺炎像を認め,無熱性

であることから新生児 クラミジア肺炎が疑われた. ミメ

サ 仁7りン点滴,続いてエりスロて (シン内服にて軽快

した. クラミジア血清抗体の上昇を認めたが,抗原の存

在は証明されず.診断確定には至らなかった.その母親


